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静岡県立森林公園は、アカマツ・コナラなどの森林や湿地・水辺をフィールドに様々

な自然体験や散策などが楽しめる、年間 80 万人が訪れる公園です。公園内には、自然

情報の発信や環境教育の体験型プログラムを実施しているビジターセンター「バードピ

ア浜北」と、食を主軸とした環境教育を展開している研修･宿泊施設「森の家」の 2 つ

の施設があり、自然の大切さや森林・林業に対する理解を深める拠点となっています。 

森の家の研修施設は、主に地元浜松市内の企業の集合研修の場として利用されてきま

した。地元企業に加え、首都圏や中京圏等他地域の企業にも静岡県立森林公園を利用し

てもらいたいと考えました。このため、企業の健康経営への貢献と地域の活性化を目的

に、令和 2 年度に林野庁の補助事業である「森林サービス産業」モデル地域等創出支援

事業（健康経営分野）に応募した結果、準モデル地域として選定されました。 

そこで、静岡県立森林公園で実施している令和 2 年度からの「森林サービス産業」の

取組について発表します。 

 

１ はじめに 

森林サービス産業とは、健康・観光

・教育などが森林空間と結びつくこ

とで生まれる新しいサービス産業で

す。山村地域の雇用創出や収入の機

会、関係人口の創出が期待されてい

ます。国の「森林・林業基本計画」に

明記されており、森林の多面的機能

の発揮につながる施策として注目さ

れています。 

静岡県立森林公園で、森林サービ

ス産業に取り組むことになった背景

は次のとおりです。「森の家」の研修室の利用状況を図 1 に示します。平成 30 年度までは、順調に

利用数が伸びていましたが、令和元年度から急激に減少しました。企業の集合研修で利用されるこ

とが多かった森の家では、コロナ禍での企業の集合研修の中止が利用数に大きく表れてしまったと

考えられます。コロナが落ち着き、企業研修が再開されたときに、企業が再び「森の家」を利用し

てくれるかは不確定です。企業の研修担当者が、「研修をするなら、森の家で開催したい。」と惹

きつけるような魅力を、コロナ禍のうちに作り込み、情報発信していくことが必要と考えました。

そこで、着目したのが森林サービス産業です。 

 

2 森林サービス産業参入への課題整理 

森林サービス産業への参入にあたり、抱えている課題を整理しました。1 つ目が施設の課題で、

図 1 森の家研修室利用数の推移 
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前述したコロナ禍における研修室利用の減少やリモートミーティング・テレワークなど企業研修や

働き方の変化、会議や研修など一堂に会する機会の減少等です。2 つ目が地域の課題で、国内でも

有数な林業地帯である天竜地域を含む森林空間の活用が不十分であることや林業・森づくり活動を

行う企業や団体・個人との連携不足等です。 

これらの課題の解決のためには、林野庁の支援事業（企業の健康経営に着目した「森林サービス

産業」創出）を活用することが有効で、かつ早い展開が見込めると判断しました。申請したところ、

「バードピア浜北」及び「森の家」のこれまでの取組や、静岡県立森林公園の持つポテンシャルな

どが評価されたことにより、準モデル地域に選定され、林野庁の支援を受けながら課題の解決に取

り組みました。 

 

3 準モデル地域としての取組と目指す姿の決定 

令和 2 年度に準モデル地域に選定されたのを受け、「静岡県立森林公園を中心とした森林空間等

のフィールドと地域の人材を活用した新たなサービスの提供」という目的を掲げ、活動を展開しま

した。主な取組は、課題解決型研修会の実施と各種研修会へ参加し情報収集するという 2 点です。

課題解決型研修会を 11 月及び 2 月の 2 回開催し、近隣の区役所等の協力のもと、森づくり活動や

ノルディックウォークなど地域で活躍する多様な人材の発掘を行い、それぞれの活動内容や地域の

抱える課題の共有を行いました。また、森林サービス産業に関連する様々な研修会に参加し、他地

域における活動や課題等について情報収集しました。これらの取組から、現状を把握し、目指す姿

を決定しました。 

現状では、それぞれが持つ機能を各ターゲットに向けて提供しています。例えば、森の家を利用

する企業や学校は、森の家の研修室という「場」を利用して自らが企画した研修を行っています。

これに対して目指す姿は、周辺施設や地域の方々と連携し、それぞれの持つ強みを組み合わせるこ

とで、利用する企業・学校等に対し、滞在中の食事や宿泊、さらには研修内容に至るまで利用者の

ニーズに合わせたプランを提案し、トータルでコーディネイトするサービスを展開することです。

それは、利用者や施設、プログラムを提供する地域の団体・個人に至るまで、森林サービス産業に

関わるすべての人にとってメリットがあ

る Win-Win の関係性であるべきだと考え

ました。 

 

4 事業化に向けた取組 

令和 2 年度に打ち立てた目指す姿を達

成するため、令和 3 年度から取組をさらに

発展させ、森林サービスの産業化を進めま

した。主な取組を 3 点紹介します。 

1 つ目は実施組織の立ち上げです。実施

組織として、静岡県立森林公園「森林サー

ビス産業」地域協議会（以下、協議会）を

発足させました。協議会は、前年度に開催

した課題解決型研修会を通じて集まった

地域で活躍する団体・個人と静岡県立森林

表 1 静岡県立森林公園「森林サービス産業」地域協議会構成員 
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公園内の施設の指定管理者による活動を行政がオブ

ザーバーとしてバックアップする形を取りました。

表 1 のとおり、幅広いジャンルの方々が参画してい

ます。 

2 つ目は企業への働きかけです。企業の研修担当

者への案内ツールとしてパンフレット（図 2）を作

成し、研修担当者に売り込みを図っています。例え

ば、社員の健康増進に取り組みたいという企業に対

して、『ノルディックウォークと管理栄養士監修の

食事+健康指導』を提案し、「森林浴のリラックス効

果に加え、ノルディックウォークの効率的な高い運

動効果と最適な栄養バランスを考えた食事で複合的

な健康効果が期待できます」というように、ニーズ

に合わせたオーダーメイド型のプログラムを作成・

提案する際のツールとして活用しています。 

3 つ目は医療機関との連携です。「浜松市ウェル

ネス推進協議会」へ加入し、実際に健康経営に取り

組む企業からの情報収集や協力体制の構築を図りま

した。その結果、様々な企業・団体と交流すること

ができ、後述するモニターツアーの実施にあたり健

康測定の協力を得ることができました。 

 

5 モニターツアーの実施 

令和 3 年度に、主たる目的の異なるモニターツアーを 2 回開催しました。 

1 回目は、森林空間が及ぼす健康効果の測定と医学的なエビデンスの取得・集積を目的とし、エ

ンシュウ(株)をモニターとして、参加者 26 人に対しプログラムの提供、データの模擬採取を行いま

した。苗木の植樹を通じて森林空間をフィールドとした活動を体験し、その後、市内の医療法人が

運営するメディカルフィットネス＆スパ Nice BeaT 浜松が監修する健康測定・健康相談を行いまし

た。参加者からは、

「森林への理解が

深められたことに

加え、健康状態へ

の気づきのきっか

けとなった」、「上

司・部下間の一体

感が醸成された」

と言った声が聞か

れました。運営者

側が得た成果とし

て、医療機関との

図 2 企業研修担当者向けパンフレット 

表 2 各プログラムにおける小林さんの感想及び評価 
（出典：ForestStyle.JP・一部改変） 
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連携が強化されたこと、エビデンスの収集方法が分かったこと、役割分担の明確化や評価・課題の

分析が必要であることなどが挙げられます。 

2 回目は、提供を想定しているプログラムのサービスとしての質を測定することを目的に実施し

ました。「ミス日本緑の女神 2021」小林優希さんをモニターとして、静岡県立森林公園内でネイチ

ャーゲーム、ツリークライミング及び森林ヨガの 3 つのプログラムを体験していただきました。体

験した小林さんの感想の一部を表 2 に示します。いただいた感想から、各プログラムについての運

営側としての評価を行いました（表 2）。例えば、森林ヨガはリフレッシュ効果が高く年齢問わず

実施できるため、管理職研修に取り入れやすいプログラムであると評価しました。 

 

6 個人向け「森林サービス産業」の実施 

 企業の集合研修は、少しずつ再開されました

が、宿泊型はまだまだ少数となっています。この

ため、提案型の「オーダーメイド研修」の実施は

思うように進んでおりません。そこで、個人向け

に森林サービス産業の展開を図りました。健康・

森林環境教育を組み入れた宿泊型プランを年間

10 回、健康測定型プランを 3 回開催し、利用者

の感想を収集するとともに、運営側のノウハウ

を蓄積しています。例えば、個人向けの宿泊型プ

ランの一例（図 4）ですが、自然観察とお月見を

合わせたプランで、虫の鑑賞とお団子づくりが

セットになっています。ともに講師が付き、体験

しながら学べる仕立てにしてあります。最終日

にアンケート調査を実施し、利用者の意見や感

想を収集します。これら個人向けプランで得ら

れた成果や課題は、企業向けの研修へフィード

バックしています。 

 

7 今後の展開 

これまでの様々な取組から、今後の展開として次の 3 点を考えています。 

1 点目は、利用者のニーズに合わせて最適な内容をコーディネイトし提案する「オーダーメイド

式の研修プログラム」の提供です。2 点目は、医学的なエビデンスの継続集積及び分析、活用です。

3 点目は、「地域の食の提供」です。レストラン運営を通じて多くの旬の食材を活用した食事を提

供してきた実績と、管理栄養士が複数在籍する特徴を生かして健康的な食を提案します。さらに、

地域の複数の飲食業者がそれぞれオリジナルメニューを考案し、利用者が自由に選択できる提供体

制についても検討します。 

今後もサービスの質を高めていき、他の場所ではなく静岡県立森林公園で、オンラインではなく

現地に集まって研修を行う動機付けとなるような、オンリーワンの価値のあるサービスを構築し提

供していきます。多くの人にとって、静岡県立森林公園が特別な場所となるよう、今後も進化を続

けていきます。 

図 4 個人向け宿泊プランのポスター 
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